
２級の漢字-18

送信 メールを送信する。 そうしん

戻す 本
ほん

を元
も と

の場所
ば し ょ

に戻す。 もど（す）

向く ちゃんと前
まえ

を向いて運転
うんてん

してください。 む（く）

底 タイタニックは深
ふか

い海
うみ

の底に沈
しず

んでいる。 そこ

照れる そんなにほめられると照れてしまう。 て(れる)

程度 その程度のことなら私
わたし

にもできます。 ていど

座席 空
あ

いている座席に座
すわ

る。 ざせき

誘う 友達
ともだち

を誘って温泉
おんせん

旅行
り ょ こう

に行
い

きたい。 さそ（う）

写る 写真
しゃ しん

に写っているこの人
ひと

はだれですか？ うつ(る)

冊 机
つくえ

の上
う え

に三冊の本
ほん

があります。 さつ

札 一万円
いちまんえん

札を千円
せんえん

札に変
か

える。 さつ

撮影
映画
えいが

の撮影のため、カメラマンが集
あつ

まっている。
さつえい

雑音 雑音が入
はい

ってきれいに録音
ろくおん

できない。 ざつおん

世界 世界の平和
へ いわ

を祈
いの

る。 せかい

作家 作家の名前
な ま え

は芥川
あくたがわ

龍之介
りゅうのすけ

である。 さっか

得る 本
ほん

を読
よ

んで法律
ほうりつ

の知識
ち し き

を得る。 え(る)

作曲 ベートーベンは「運命
うんめい

」を作曲した。 さっきょく

雑誌 雑誌を買
か

って読
よ

む。 ざっし

選ぶ・選手 オリンピックの選手に選ばれる。
せんしゅ・えら

(ぶ)

無理 無理にとは言
い

いませんがやっていただきたい。 むり

家賃 来月
らいげつ

分
ぶん

の家賃の払
はら

う。 やちん

停車 目
め

の前
まえ

に大
おお

きなトラックが停車した。 ていしゃ
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付ける 胸
むね

にバッジを付ける。 つ（ける）

面積 部屋
へ や

の面積を測
はか

る。 めんせき

殺人 その男
おとこ

は殺人の罪
つみ

で逮捕
たいほ

された。 さつじん

使う 布
ぬの

を切
き

るのにはさみを使う。 つか（う）

砂漠 砂漠には水
みず

がないか、あっても少
す く

ない。 さばく

寂しい
家
うち

を出
で

て外国
がいこく

に住
す

んだが最初
さいしょ

のころはとても寂しかった。
さび（しい）

皮肉
あの人

ひと

は皮肉を言
い

うところが好
す

きじゃない。
ひにく

座布団 座布団に座
すわ

る。 ざぶとん

吹く 口笛
くちぶえ

を吹く。 ふ(く)

差別 人
ひと

を差別してはいけない。 さべつ

箱 箱に入
い

れる。 はこ

左右
道
みち

を渡
わた

るときは左右をよく見
み

てわたりましょう。
さゆう

再来週 再来週の予定
よ てい

をたてる。 さらいしゅう

商店街 商店街でパレードをやっている。 しょうてんがい

騒ぐ 夜
よる

遅
おそ

くまで騒いでいた。 さわ（ぐ）

触る この布
ぬの

は触った感
かん

じがとてもいい。 さわ(る)

参加 テニスクラブに参加する。 さんか

平日 平日はいつも家
いえ

で晩御飯
ば んごはん

を食
た

べる。 へいじつ

独り 独りで暮
く

らしたほうが気楽
き ら く

でいい。 ひと(り)

宇宙 宇宙に行
い

くのが僕
ぼ く

の夢
ゆめ

だ。 うちゅう

沈む 日
ひ

が沈む。 しず（む）

改札口 改札口を出
で

たところで待
ま

ち合
あ

わせる。 かいさつぐち


